
画像電子学会 第7回画像ミュージアム研究会    
2009-03-04         

 

フォントオントロジを用いたフォント選択 

Font Selection based on Font Ontology  

 

大阪工業大学 情報科学部  
Faculty of Information Science and Technology, Osaka Institute of Technology  

 
1. まえがき  

フォント情報交換規格であるISO/IEC 9541では，そのPart 1: Architectureにおいて属性DSNGROUP(Design Group)を定義し，
Part 1のAnnex Aに規定する3階層の構造から成る書体デザインの分類体系(書体分類，Typrface design grouping)に基づく属性
値を指定する[1]。  

属性DSNGROUPの値を提供するためのこの書体分類は，人または処理系による次の作業の指針としても利用できる[2]。 
(1) 著者または編集者が文書表現上の意図を書体デザインとして実現する際の最初の書体デザイン指定。 
(2) 混植に際して，混植される外国文字等の書体をその前後の文字の指定された書体と整合させるための書体選択。 
(3) 指定された書体のフォントが利用できないとき，それに代わり得る書体の選択。  

書体はデザイナの技術的かつ芸術的な活動の成果物であって歴史的・文化的な背景のもとに開発されることが多く，フォント情
報交換はISO/IEC 9541に準拠するとしても，書体分類だけは独自の分類体系が使われる事例は多い。文書の生成と表示・利用と
が異なる分散環境においてこのような異なる書体分類が使われる場合，(2), (3)の作業を実行してフォントリソースを選択する
際に書体分類のマッピングが必要になる。  

 
2. ISO/IEC 9541-1書体分類  

次の3階層の構造から成る書体デザインの分類体系が定義(括弧内はJIS X 4161の訳語)され，書体のインスタンスはISO Specific 
Groupに含まれる。 
(1) ISO Class (デザイン大分類) 
(2) ISO Subclass (デザイン中分類) 
(3) ISO Specific Group (デザイン小分類)  

この分類の階層の項番は，ISO Classをn.0.0，ISO Subclassをn.m.0，ISO Specific Groupをn.m.lと表記する。ここでn, m, lは
10進数とする。この分類の基準の一つとして“セリフ”の有無が用いられる。ただし“セリフ”は，ローマン書体のセリフの伝
統的な概念に加えて，ストロークの終端が単純でない西洋書体以外の書体のデザインにも用いる。ISO Classには次の8項目があ
る。  

ISO/IEC 9541-1/Amd.1によって，項番の3.1.5～3.1.12, 3.4.5, 4.2.3, 5.3.4, 5.3.5, 5.4.5～5.4.8, 5.5.6～5.5.12, 5.6.3, 
5.6.4, 6.1.4, 6.6.0, 7.7.3, 7.9.3が追加された[2]。  

規定の一部を図1に示す。  

 
 

図1 ISO/IEC 9541-1書体分類の規定の一部  

 
3. 多様な書体分類  

谷田 浩章      中井 達也      小町 祐史  

Hiroaki TANIDA      Tathuya NAKAI      Yushi KOMACHI 

     

1.0.0    Uncials class 
2.0.0    Inscriptionals class 
3.0.0    Blackletters class 
4.0.0    Serifs class 

     

5.0.0    Sans serif class 
6.0.0    Scripts class 
7.0.0    Ornamentals class 
8.0.0    Symbols and Ornamentals class 
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主要なフォントプロバイダは自社の提供する書体の分類をもち，文字体系を異にする各地域や国では，それぞれの文字体系に応
じた書体分類があり得る。国内の幾つかのプロバイダは日本事務機械工業会(JBMA(当時), 現在のビジネス機械・情報システム産
業協会(JBMIA))に集まって，図2に示すJBMAの書体分類を提案した[3]。その分類は，欧米書体の発達史には依存しない独自の基
準による。  

            図2 JBMAの書体分類  

Font Museum[4],[5]はこの書体分類を拡張して，新聞書体，学習書体，外国書体を追加している。  

ISO/IEC JTC1/SC29が，ISO/IEC 14496 (Coding of audio-visual objects)のPart 22として公表したOpen Font Format[6]は，そ
のAnnex BにおいてIBMによる書体分類を示している。この分類は，ClassとSubclassによる2階層で構成され，Classには次の15分
類が用意されている。  

            図3 ISO/IEC 14496-22書体分類  

 
4. 書体分類マッピング  

ISO/IEC 14496-22は，JTC1/SC29の中で検討されたため，そこでの書体分類とISO/IEC 9541-1書体分類との整合がISO/IEC JTC1の
中で検討され，JTC1/SC34がJTC1/SC29にリエゾン文書を提出してISO/IEC 14496-22の修正を求める[7]と共に，ISO/IEC 9541-4
[8][9]の中でISO/IEC 14496-22書体分類のISO/IEC 9541-1書体分類へのマッピングが検討されている。対応する国内での検討に
ついては，情報規格調査会におけるSC34/WG2小委員会[10]の資料(SC34/WG2)17-13, 17-14, 17-15, 18-6, 18-7, 19-6に記録され
ている。  

しかしSC34で行われているようなきめ細かい分類間のマッピング作業を，それ以外の多くの書体分類の各分類間に適用すること
は現実的でない。このような多数の異なる分類の間のマッピングについては，各地に分散した博物館の収蔵品に関する情報を横
断検索するために，博物館ごとに異なる分類体系の間のマッピングを行おうとする試み[11],[12],[13]がある。そこでは分類体
系をオントロジ記述言語OWL[14]～[18]を用いて記述し，二つの分類体系間のクラスのマッピングを等価クラス公理で結び，分類
階層を下位クラス公理を使って表現している。  

この先行研究に基づき，ここでも書体分類をオントロジ記述言語OWLを用いて，まずISO/IEC 9541-1書体分類とISO/IEC 14496-22
書体分類とを記述したフォントオントロジの試作を行っている。  

 
5. プロパティの整理  

ISO/IEC 9541-1書体分類とISO/IEC 14496-22書体分類の規定の中に示されている書体デザインの特徴を示すプロパティを整理し
た。図4, 図5にそのプロパティの一部を示す。  

 
 

     

1.    伝統書体 
1.1    明朝体 
1.2    角ゴシック体 
1.3    丸ゴシック体 
1.4    筆書体 
1.5    宋朝体 

     

2.    ディスプレイ書体 
2.1    江戸文字 
2.2    等線 
2.3    非等線 
3.    かな書体 
3.1    伝統書体 
3.2    等線 
3.3    非等線 

     

Class ID=0 No Classification 
Class ID=1 Oldstyle Serifs 
Class ID=2 Transitional Serifs 
Class ID=3 Modern Serifs 
Class ID=4 Clarendon Serifs 
Class ID=5 Slab Serifs 
Class ID=6 (reserved for future use) 

     

Class ID=7 Freeform Serifs 
Class ID=8 Sans Serifs 
Class ID=9 Ornamentals 
Class ID=10 Scripts 
Class ID=11 (reserved for future use) 
Class ID=12 Symbolic 
Class ID=13 Reserved 
Class ID=14 Reserved 
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図4 ISO/IEC 9541-1書体分類に示されるプロパティの一部  

 
 

図5 ISO/IEC 14496-22書体分類に示されるプロパティの一部  

 
6. OWLによる記述  

ISO/IEC 9541-1書体分類とISO/IEC 14496-22書体分類とをOWLを用いて記述するため，オントロジエディタのProtégé[19]を利用
する。それぞれの書体分類で定義されている階層をクラス階層として記述したフォントオントロジの一部を図6，図7に示す。  

 
 

図6 ISO/IEC 9541-1書体分類に基づくフォントオントロジの一部  
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図7 ISO/IEC 14496-22書体分類に基づくフォントオントロジの一部  

ISO/IEC 9541-1書体分類に基づくフォントオントロジのソースコードの一部を次に示す。  

  <!-- http://www.semanticweb.org/ontologies/2008/8/Ontology1222238441312.owl#Serif,_engraved --> 
 
    <owl:Class rdf:about="#Serif,_engraved"> 
        <owl:equivalentClass> 
            <owl:Restriction> 
                <owl:onProperty rdf:resource="#&#32854;&#26360;&#20307;"/> 
                <owl:someValuesFrom rdf:resource="#Serif,_engraved"/> 
            </owl:Restriction> 
        </owl:equivalentClass> 
        <owl:equivalentClass> 
            <owl:Restriction> 
                <owl:onProperty rdf:resource="#&#12475;&#12522;&#12501;&#65288;&#12394;&#12375;&#65289;"/> 
                <owl:someValuesFrom rdf:resource="#Serif,_engraved"/> 
            </owl:Restriction> 
        </owl:equivalentClass> 
        <owl:equivalentClass> 
            <owl:Restriction> 
                <owl:onProperty rdf:resource="#&#12495;&#12483;&#12481;&#12531;&#12464;"/> 
                <owl:someValuesFrom rdf:resource="#Serif,_engraved"/> 
            </owl:Restriction> 
        </owl:equivalentClass> 
        <owl:equivalentClass> 
            <owl:Restriction> 

 
7. むすび  

文書情報交換に際して書体選択における書体分類の必要性を明らかにし，書体の特殊性によって，すべての書体を一つの書体分
類体系に含めることは困難であり，幾つもの書体分類が存在してそれらの間のマッピングが必要になることを示した。  

国際規格の中で提示された異なる二つの書体分類について現在進められているマッピング作業を示したが，それ以外の多数の異
なる書体分類の間のマッピングについては，博物館の横断検索のために検討されている分類体系の対応付けが，類似課題に対す
る解決策であろうことを示した。そこで提案されている分類体系をオントロジ記述言語OWLによって記述する試みに着目し，書体
分類をOWLを用いて記述したフォントオントロジの試作を行っている(大阪工業大学情報科学部卒業研究)。その活動の中間報告を
ここにまとめた。  
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